
第１号報告

令和４年度事業報告

令和４年度の事業が終了しましたのでここに報告いたします。

令和４年度の事業実績は、昨年度比２％増の５億８３７３万７２４５円、受託

件数７％増の９，８４６件といずれも昨年度に続き、増加となりました。実績に

比べ受託件数が伸びているのは一件当たりの契約額が少なくなっている傾向が

現れています。

一方、会員数は昨年度比１％減１，２５０名となり、３年連続のマイナスとな

りました。令和４年度事業実績の詳細につきましては、３ページに載せてありま

すので、ご参照ください。

本年度も改革推進委員会を中心に中期事業計画（令和２～４年度）の実現に取

り組んできました。中核事業（当シルバーが現在力を入れるべき事業）の強化、

新規会員の獲得と広報活動強化、シルバーに関わる方々（発注先、会員、職員）

の満足度向上をテーマとして進めてきた計画の目標達成を目指しました。

最終年度となる令和４年度の具体的な取り組みとして、中核事業である屋内施

設清掃班・集合住宅等清掃班・家事援助サービス班・育児支援サービス班・ちょ

こっとお助け隊・便利班のうち、集合住宅等清掃班については就業グループとし

て、すでに受注から就業までのシステム化を含め、自主運営の形となるまでに進

めることができました。また後発とはなりましたが、屋内施設清掃班につきまし

ても、体制が整いつつあります。

家事援助サービス班では、仕事別の部門ごとにリーダーを置き、安心安全に働

ける環境を作りました。また、役割を分担することで、より多くの会員が参画す

る体制を作りました。

会員の満足度を上げるため、当シルバーでも平均年齢が７５歳に限りなく近づ

く中、「地域のために健康な間は長く負担なく働きたい」との思いを受け止め、

年齢制限・就業年数制限を超えても働くことが可能となり、後期高齢者の会員も

安全に、無理せず、働き続けられる就業システムの構築に向けて進めて参りまし

た。 学校管理・学校清掃のグループでは、理事やリーダーなどが、時間をかけ

丁寧に説明をしてきたことで、体制づくりが進みました。



女性委員会では、現在男性しか就業していない就業先で、委員自らが就業を体

験することで、女性会員の就業の可能性を見いだすことに成功しました。

新規会員の獲得と広報活動では、市民への認知度の向上のため、全戸配布広報

紙「輝け！この街で」を年４回幅広い年齢層をターゲットに発行しています。

これまでの情報を出すだけの一方通行のものから、市民（読者）参加による双

方向コミュニケーションツールとしても効果を発揮しており、若年層の入会希望

者、若い世代からの投稿が増え、シルバー世代にとどまらず、多くの市民に読ま

れていることがわかります。

各世帯への配布作業の協力をいただいた配布会員、そして「輝け！この街で」

の立ち上げから編集、発行に至るまで、ご尽力いただきました会員の皆様には改

めて御礼を申し上げます。

知識・技能習得のための研修では、令和３年度はまだコロナの影響があり中止

やオンラインによるものも散見されましたが、令和４年度は移動の伴う研修への

参加や外部講師による研修、就業グループによる自主研修も数多く実施すること

ができました。



Ⅰ　事　業　実　績
　　１　事業実績

延実人員 延日人員 配分金 材料費 事務費 計

公共 114 825 5,546 27,862,910 2,067,416 2,068,628 31,998,954

民間 638 810 3,411 11,765,645 834,035 1,151,395 13,751,075

計 752 1,635 8,957 39,628,555 2,901,451 3,220,023 45,750,029

公共 115 967 5,825 27,696,721 2,687,177 2,683,243 33,067,141

民間 685 912 3,382 12,517,150 921,977 1,160,860 14,599,987

計 800 1,879 9,207 40,213,871 3,609,154 3,844,103 47,667,128

公共 126 1,578 6,886 31,654,993 2,665,503 3,480,131 37,800,627

民間 799 1,213 3,895 15,329,431 1,106,913 1,458,710 17,895,054

計 925 2,791 10,781 46,984,424 3,772,416 4,938,841 55,695,681

公共 124 769 5,276 25,500,488 2,458,855 2,440,870 30,400,213

民間 721 1,022 3,607 13,656,370 1,201,318 1,271,071 16,128,759

計 845 1,791 8,883 39,156,858 3,660,173 3,711,941 46,528,972

公共 101 1,025 4,828 24,577,606 1,880,649 2,201,586 28,659,841

民間 629 965 3,743 12,734,011 -251,166 1,059,053 13,541,898

計 730 1,990 8,571 37,311,617 1,629,483 3,260,639 42,201,739

公共 125 1,364 6,612 32,012,427 5,014,634 2,896,933 39,923,994

民間 714 1,015 3,792 14,231,156 943,210 1,282,763 16,457,129

計 839 2,379 10,404 46,243,583 5,957,844 4,179,696 56,381,123

公共 119 728 5,680 26,652,975 2,335,039 2,189,982 31,177,996

民間 732 1,043 3,678 14,773,041 243,631 1,134,758 16,151,430

計 851 1,771 9,358 41,426,016 2,578,670 3,324,740 47,329,426

公共 125 1,212 6,284 29,823,616 1,960,018 2,865,307 34,648,941

民間 752 1,209 3,913 15,667,469 944,901 1,238,191 17,850,561

計 877 2,421 10,197 45,491,085 2,904,919 4,103,498 52,499,502

公共 123 998 5,437 25,973,504 2,171,655 2,650,317 30,795,476

民間 822 1,234 3,964 16,345,513 927,518 1,256,119 18,529,150

計 945 2,232 9,401 42,319,017 3,099,173 3,906,436 49,324,626

公共 121 724 5,136 24,651,448 2,363,445 2,640,811 29,655,704

民間 635 982 3,343 12,484,314 1,145,321 1,039,214 14,668,849

計 756 1,706 8,479 37,135,762 3,508,766 3,680,025 44,324,553

公共 124 1,297 5,992 26,887,945 3,290,083 2,825,783 33,003,811

民間 620 859 3,168 11,719,395 1,270,339 1,007,302 13,997,036

計 744 2,156 9,160 38,607,340 4,560,422 3,833,085 47,000,847

公共 122 1,166 5,981 28,763,556 2,512,112 2,797,311 34,072,979

民間 660 881 3,588 12,700,357 1,116,554 1,143,729 14,960,640

計 782 2,047 9,569 41,463,913 3,628,666 3,941,040 49,033,619

公共 1,439 12,653 69,483 332,058,189 31,406,586 31,740,902 395,205,677

民間 8,407 12,145 43,484 163,923,852 10,404,551 14,203,165 188,531,568

計 9,846 24,798 112,967 495,982,041 41,811,137 45,944,067 583,737,245

８月 1,320 807 61.1

事業別

825 62.6

受託
件数

月 会員数
就業
実人員

就業率
就　業　人　員 契　　　約　　　金　　　額

７月 1,314 852 64.8

６月 1,309 859 65.6

４月 1,307 818 62.6

５月 1,317

１０月 1,342 844 62.9

９月 1,335 63.7850

１２月 1,354 839 62.0

１１月 1,344 841 62.6

２月 1,343 821 61.1

１月 1,350 828 61.3

合計

３月 1,250 824 65.9



Ⅱ 事業実施状況 

1.高齢者に適した就業機会の提供と新規事業の開拓 

 (1)就業機会の確保・提供（年間） 

    就業実人員     996 名 

  就業率      男性 79.2％  女性 80.9％  計 79.7% 

※3P 記載の事業実績の実人員と就業率は月毎の集計です。 

 

 (2)就業の適正化の推進 

     法令に則した臨時的かつ短期的または軽易な仕事の提供を推進し、また中期計

画に基づき、就業グループ登録制度の促進と就業機会の公平化を図ってきた。ま

た、一人でも多くの会員に就業が行き渡るように、ローテーション就業、ワーク

シェア就業を推進した。また、会員の生活習慣の多様化に伴う新就業システムの

構築を進めた。 

 

 (3)シルバー派遣事業 

  年間受注件数      41 件 

  就業実人員        23 名 

  就業延人日     1,969 人日 

  契約金額計   8,794,951 円  

 

 (4)東村山市委託事業 介護予防・日常生活支援総合事業 

  市の委託事業として、福祉・家事援助コーディネーター及び介護予防事業推進

員を中心に、会員コーディネーターの育成と配置、介護予防事業の推進を行った。

生活支援サービスでは、契約件数こそ一昨年に比べても半分だが、契約額では大

きく回復した。くもん式脳の元気アップ教室（脳トレ）では本年度予定の日程は

すべて実施し、契約額としても本来の額まで回復した。 
  これら事業は、まさに国が考える包括ケアシステム（重度な要介護状態となっ

ても住み慣れた地域で自分らしい暮らしを人生の最後まで続けることができる

よう、住まい・医療・介護・予防・生活支援が一体的に提供される地域包括ケア

システムの構築を実現すること）の重要な一部を担っている。同時に、シルバー

独自で行っている「憩いのサロン」「60 歳からのカルチャースクール」等の直接

的な介護予防事業に加え、就業やサークル活動などシルバー人材センターでの会

員活動そのものが介護予防であり、地域包括ケアシステムの一端を担うものであ

る。 

 

・生活支援サービス事業（市委託事業） 

  年間受注件数       3 件 

  就業実人員         6 名 

  就業延人日        163 人日 

  契約金額計     134,480 円   

・ドリル式認知症予防講座（市委託事業） 

  年間開催数       1 会場（7ヶ月） 



  就業実人員      14 名（延べ 266 名） 

  年間受講者数     17 名 

  年間契約額   1,830,004 円 

 

 (5)中核事業の強化・推進 

  中期事業計画の最終年にあたる本年度は、改革推進委員会を中心に中核事業の

家庭サービス事業（家事援助サービス班・便利班・育児支援サービス班・ちょこ

っとお助け隊）、集合住宅等清掃班、屋内施設清掃班の班体制の強化と自主運営

を進めた。 
 家事援助サービス班では、仕事別の部門ごとにリーダーを置き、より専門的に

することでそれぞれの作業に対し、見積や作業の精度を上げ、安心安全に働ける

環境を整えた。また、シルバーの理念でもある「自主・自立、共働・共助」の考

えに基づいて、役割を一人に任せるのではなく分担することで、より多くの会員

が参画する体制作りを進めた。しかし、就業拡大の面では課題もみえた。 
  育児支援サービス班では本年度も多くの会員が研修を受講し、認可外保育施設

としての就業体制を整えた。 
  

（6)幅広い分野での就業の機会提供 

  趣味・特技のスキルを活かすため、「60 歳からのカルチャースクール」、パソ

コン教室、おさらい・英語教室を開講した。カルチャースクールは 10 講座 12 教

室（毛筆、太極拳、絵画、俳句、写真、フラワーアレンジメント、色鉛筆画、硬

筆、短歌）各月 2 回。月謝は 2,650 円。実績は契約金額約 443 万円、受講生延べ

約 3,009 人、講師就業人数 10 人、サポーター就業人数 8 人、会員の延べ就業人

数は 527 人であった。 

  パソコン教室は定期講座(12 種）と単発講座、平日午前・午後・夜間と時間帯

を 3 つに分け開講。1 回 2 時間、受講料は 4 回講座で 11,000 円、単発講座は 1 回

4,500 円。本年度の実績は、約 320 万円であった。 

  おさらい・英語教室は市内在住の小学生を対象にしており、学習意欲及び学力

の向上を目的として実施。生徒は各クラス 11 名を上限に講師 6 名の体制で行っ

た。実績は約 260 万円であった。 

   

(7)公共からの事業委託への取り組み 

  本年度の事業実績は最低賃金の上昇等により、契約金額はわずかながら伸ばし

た。公共事業と一般家庭・民間事業の割合は、昨年度より民間事業の割合が増え

67：33 となった。 
  昨年度まで公共からの委託事業であった、仲良し広場等の公園清掃においては、

市の指定管理者制度導入により、民間企業からの委託となった。今後も指定管理

者制度の他、包括施設管理委託や公募施設管理者制度に移行される施設が増えて

いくことが考えられる。公共契約は極力維持しつつ、民間契約においても就業拡

大に力を入れていかなければならない。 

  

(8)多様化する会員の満足度を高める活動 



  中期事業計画の目的である「シルバー事業に関わるすべての人の満足度を向上

させる」。その取り組みの一環として「健康維持、仲間作りにもつながるような

適度な就業をしたい」「地域社会のためにも健康な間は長く働きたい」との声に

応えるため、趣味や生活環境に合わせた働き方、これまでの年齢期限、就業年数

の上限を超えても負担なく働けるような環境作りを進めた。 
  その他、就業以外での満足度の向上では、令和４年度も女性委員会を中心に、

小物づくりサークル協力の下「お手玉遊びの会」、健康維持と親睦を目的とした

「歩け歩け」を実施。ともに好評であった。 
 

(9)会員の増強 

  女性委員会では、スーパー店頭にて広報イベントを行い、市民に声かけをして

女性会員募集の案内をした。 
また、会員数は残念ながら、三年連続の減となったが、全戸配布広報紙「輝け！

この街で」の発行により、毎月の入会説明会への参加者（入会者）、中でも 60
歳代の入会希望者（申込者全体 326 名中、146 人が 60 代）が増加した。 

 

2.普及啓発・調査活動のさらなる充実及び相談業務の実施 

   中期事業計画の柱のひとつ、広報活動と認知度の向上。広く地域社会にシルバ

ー事業の意義、内容を周知するため、以下の普及啓発活動を行った。 

ア．普及啓発 

(1)広報紙「輝け！この街で」の市内全戸配布 

    市民への認知度の向上と、市民（読者）参加による双方向コミュニケーション

ツールとして、全戸配布の広報紙「輝け！この街で」（第 3～6 号）を発行した。 

 「輝け！この街で」編集委員会により、幅広い年齢層をターゲットとし、発注

者の年齢層の拡幅、登録会員高齢化の上げ止まりを目指した。若い世代からの投

稿が増えていること、また入会希望者の若年化が進んでいることからも、読者が

多世代にわたっていることが確認できる。 
 

(2)ボランティア活動の充実 

     公益社団法人として地域に貢献することと、シルバーの存在を広く市民にアピ

ールするため、ボランティア活動を例年実施している。令和 4 年度はウォーキン

グと環境美化を兼ねた市役所周辺の道路清掃は中止となった。 
   また、事業委員会発で市内幼稚園の昔遊びボランティアが複数回行われ、大変

好評を得ている。この動きは就業拡大にも繋がっている。 

  加えて植木班による武蔵野線植栽の苗の植え付け、低木の刈り込みの有償ボラ

ンティア活動は本年度も継続して行われた。（年２回） 

 

(3)会報誌「シルバーひがしむらやま」の発行 

    シルバー人材センターの情報の提供と、会員相互の連帯意識を高めるために、 

「シルバーひがしむらやま」を年 4 回(163 号～166 号) 発行し、会員並びに関係

各所に配布した。 

 
 (4)市イベントへの参加 



本年度も「緑の祭典」「市民産業まつり」などのイベントは中止となった。 

    
(5)ホームページの積極的な活用 

   ホームページについては現在更新業務を委託しているパソコン教室班から、積

極的な改善提案や、情報提供を受け、内容の充実を図った。また令和 5 年 4 月の

リニューアルに向け、広報委員会が中心となり改革推進委員会と共に分科会にて

検討「ホームページ編集委員会」を編成し、準備が進められた。 

 

(6)シルバー人材センター展の開催 

  例年シルバー人材センター展を会員有志の会「元気会」の協力の下、活動の周

知と会員の技能アピールの場として開催しているが、本年度はシルバー人材セン

ター施設内にて、会員作品の展示を目的とし「会員作品展」を開催した。 

 
イ.相談事業 

 (1)職員による一般相談 

    事務局において、常時相談を行った。 

 
 (2)入会説明会の開催 

   毎月第 3 水曜日計 12 回、入会説明会を開催した。入会時の面談は専任の面談

員が行った。 
   事前受付 326 名  入会者 188 名 

 
 (3)会員相談会の実施 

    入会説明会開催日に総務委員会による会員相談会（未就業の会員相談も含め）

を実施した。 

  令和 4 年 4 月～令和 5 年 3 月  38 名  就業者 18 名 

 
ウ. 高齢者の就業に関する調査、分析 

  高齢者の就業に関して、分析と検討を加え、就業機会の開拓に役立てるため、 

以下の調査、研究事業を行った。 

  (1)就業実態調査 

     毎月の事業実績を分析・検討した。 

 
  (2)発注者アンケート調査 

     発注者を対象に、はがきによるアンケート調査を実施した。広報委員会では可

能な限り地域のニーズを把握し、事業の活性化に取り組んだ。 

調査対象 令和 4 年 4 月~令和 5 年 3 月分 

回答件数 394 件(家事援助、植木班作業分を除く) 

 

 

 

 

 



 

 

 

3.知識、技能講習会、研修会の実施と参加 

  高年齢者の就業に必要な知識及び技能の習得、向上を図るため、以下の事業を行った。 

 (1)東京しごと財団等が行う研修への参加 

研 修 内 容 参加回数  

安  全  研  修             4 KY研修 2回、 
自転車安全マナー 2回 

福 祉 ・ 家 事 援 助 研 修 6 生活支援 1回 
ステップアップ接遇 1回 

調理研修 2回、スマホ 2回 
育 児 支 援 研 修 8 ﾍﾞﾋﾞｰｼｯﾀｰ養成・現任研修 3回 

居宅訪問型保育基礎研修 5回 
オンラインによる 

 
（2)就業支援講習、ブロックが主催する研修 

    市民、会員を対象に、東京しごと財団が主催する就業支援講習(植木の手入れ、 

ハウスクリーニング等)への参加を呼びかけ、会員増強と就業機会の確保に努め

た。 

 

 (3)自主研修 

研 修 内 容 実施回数 実 施 月 

植木手入れ研修（座学） 3 1．2．3 
便 利 班 実 技 研 修 2 10．2 
清 掃 基 礎 研 修 2 10．2 
学校清掃班ワックス研修 2 8（2回） 
会員定期研修（ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ） 3 10．2（2回） 

家 事 援 助 調 理 研 修 2 10．3 
家 事 援 助 清 掃 研 修 3 10．12．3 

  事業委員会では、これまで接遇研修として実施していたものを、個人情

報保護の内容を加え、会員に定期的に受講してもらうことを前提とし、会

員定期研修と名称を替えて実施した。 

 

4.シルバー運営体制の充実 

 (1)シルバー情報紙「ぷち」の発行 

    最新の情報をできるだけ迅速に会員に伝達するため、年間 4 回発行した。 

 

 

 

 



 

(2)役員の活動 

会    議 内     容 実施回数 

理 事 会 シルバーの活動方針の決定 12 
三 役 会 議 シルバーの重要な案件の審議 15 
経  営  会  議 シルバーの経営についての審議 10 
総 務 委 員 会 組 織 に 関 す る 案 件 の 審 議 12 
事 業 委 員 会 事 業 に 関 す る 案 件 の 審 議 12 
広 報 委 員 会 情報活動に関する案件の審議 12 
女 性 委 員 会 女性会員の就業拡大と増強 12 

5.安全就業対策の充実と会員の健康維持 

会員の安全就業の確保と健康維持の推進を積極的に行った。 

 (1)安全管理委員会の開催 

    安全管理委員会を 8 回開催し、会員の健康と安全のため以下の事業を行った。 
  

(2)新型コロナウイルス感染症の対応 

  「手洗い」「咳エチケット」「３密（密閉・密集・密接）の回避」「ソーシャ 

  ルディスタンス（身体的距離の確保）」の徹底を行った。 

 

(3)安全就業に関する講習会 

  刈払機、チェーンソウの安全な使用方法については例年林材業労働災害防止協

会主催の講習会に参加している。本年度は刈り払い機講習に 3 名参加。自転車乗

用マナーについての講習については会員定期研修開催時に併せて行った。 

  本年度新たな試みとして、KY（危険予知）トレーニング研修を行った。 

※便利班会議開催時及び清掃基礎研修の時に実施。 

 

(4)「安全就業強化月間」の設定 

    東京しごと財団とともに、7 月を安全就業強化月間に設定し、安全就業対策と

して、安全標語の発表と徹底を図った。また、垂れ幕等の掲出、安全標語優秀作

品ののぼり旗を作成し掲示、就業現場の巡回を行った。12 月に翌年度の安全標語

の募集、年明けに入選作の選考を行った。 

    安全標語 応募総数 22 名 104 作品 

 

 (5)安全就業の巡回指導 

    就業現場の巡回について、本年度の安全管理委員による巡回は、夏に 7 ヵ所を

訪問した。安全巡回指導員により、事故現場の状況把握と事情聴取を行い、通年

で巡回指導を行う中で安全就業についての指導を徹底した。 

 
 (6)健康管理・維持のための講習会等の実施 

    例年市民スポーツ課の協力を得て、会員の健康管理・維持を目的とした「スト

レッチ教室・体力測定」を行っているが、昨年度に引き続き本年度も中止であっ



た。 

 
 (7)安全衛生への注意喚起・啓発 

    シルバー情報紙「ぷち」に併載した安全通信において、熱中症、健康診断の奨

励などの啓発や注意喚起を行った。 

また、東京しごと財団、東京都第 6 ブロック安全就業推進員連絡会作成のチラシを

配布した。 
事務所入り口にて、自転車の安全点検も実施した。 

7 月 65 件 

 
6.地域班・職群班活動 

 (1)職群班活動 

    就業グループ登録制度に則り、組織強化を図るための就業グループ会議を開催

は 22 回開催した。 

 

 (2)地域班活動の活性化 

    ボランティア活動などの地域班を中心とした事業の実現を図るための地域班会

議を、15 回の開催した。 

 

7.その他の事業 

 (1)会員表彰の実施 

   永年にわたりシルバーの事業発展に寄与し、業績が顕著な会員 21 名に対し表彰を

行った。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



 
Ⅲ 会員の状況(令和 5 年 3 月 31 日現在) 

1.会員数 

  男  857 人   女  393 人  合計 1,250 人 構成比 68.6：31.4 
  会員数は昨年度比－11 名 

2.会員の年齢構成 

            性 別 

 年 齢 

 

男 

 

女 

 

合  計 

 

昨年比 

  60歳未満 0 0 0 0 
  60歳から64歳 27 19 46 82.1％ 
  65歳から69歳 128 65 193 103.7％ 
  70歳から74歳 270 155 425 99.3％ 
  75歳から79歳 255 95 350 97.2％ 
  80歳以上 177 59 236 102.1％ 
    合  計 857 393 1,250 99.0％ 

 

3.平均年齢 

     男  75.2 歳    女  74.0 歳    全会員  74.8 歳 

   平均年齢は男性が 0.1 歳上昇したが、全体では横ばいであった 

 

4.入退会の状況 

 入退会者 

 令和3年 令和4年  

月別 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 年度計 

入会者 49 13 22 12 10 23 16 8 15 13 7 0 188 

退会者 3 3 30 7 4 8 9 6 5 17 14 93 199 

入会者数は昨年度比＋26名  

入会者は「輝け！この街で」発行に合わせ6、9、12、3（3月は4月に入会を変更する

人が多い）に増加する傾向にある。 

 

退会者合計は昨年度比＋15 

一方退会者はというと、6月は会費の請求、3月は会費の督促と4月から新年度となり

新たな会費が発生するため、年度で就業が終了となる会員の退会が増える 



 

退会理由で最も多いのは３月末での会費未納による退会で、次いで本人病気が続

く。死亡や加齢も含めると本人の体調変化による理由が 75 人となる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

退会者（退会理由） 

病気（本人） 44 家庭の事情（介護等） 11 

シルバー事業を通じて就職 0 会費未納 50 

その他で就職 14 加齢 15 

死亡 16 他団体等への加入 0 

転居 5 センター運営に対する不満 4 

希望する仕事なし 9 未回答（不明） 5 

就業機会なし 8 その他 18 

  合計 199 

   


















